
(57)【要約】

【課題】噴霧の出力と高電圧の発生とを連動させるとと

もに、高電圧関連の回路系統の制御と、薬液供給制御弁

の制御とを構造的に分離することができるようにする。

【解決手段】本発明の静電噴霧装置は、薬液を収容し供

給するための収容タンク１と、該収容タンク１から供給

される薬液を加圧するポンプ２と、該ポンプ２の吐出口

にホース３を介して接続され、薬液供給制御弁５を有す

る手持ち式ノズル部９と、該手持ち式ノズル部９の噴霧

ノズル１７から噴出される液滴を帯電させるための高電

圧発生装置６とを備えている。そして、薬液供給制御弁

５と噴霧ノズル１７との間における液体の流路２１に感

圧センサー８を挿入し、薬液供給制御弁５が開かれて該

流路２１内の圧力が所定圧力以上になったことを該感圧

センサー８により検知して、高電圧発生装置６を作動さ

せるように構成している。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 を 収 容 し 供 給 す る た め の 液 体 供 給 部 と 、
該 液 体 供 給 部 か ら 供 給 さ れ る 液 体 を 加 圧 す る 液 体 圧 力 発 生 部 と 、
該 液 体 圧 力 発 生 部 に 接 続 さ れ 液 体 供 給 制 御 弁 を 有 す る ノ ズ ル 部 と 、
該 ノ ズ ル 部 の 噴 霧 ノ ズ ル か ら 噴 出 さ れ る 液 滴 を 帯 電 さ せ る た め の 高 電 圧 発 生 装 置 と
を 備 え た 静 電 噴 霧 装 置 で あ っ て 、
前 記 液 体 供 給 制 御 弁 と 前 記 噴 霧 ノ ズ ル と の 間 に お け る 液 体 の 流 路 に 感 圧 セ ン サ ー を 挿 入 し
、 前 記 液 体 供 給 制 御 弁 が 開 か れ て 該 流 路 内 の 圧 力 が 所 定 圧 力 以 上 に な っ た こ と を 該 感 圧 セ
ン サ ー に よ り 検 知 し て 、 前 記 高 電 圧 発 生 装 置 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 し た 静 電 噴 霧 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 感 圧 セ ン サ ー は 、 液 体 の 圧 力 に よ る 弾 性 体 の 変 形 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項
１ 記 載 の 静 電 噴 霧 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 感 圧 セ ン サ ー は 、 液 体 の 圧 力 が 前 記 所 定 圧 力 を 越 え た と き に お け る 前 記 弾 性 体 の 過 大
な 変 形 を 抑 制 す る 抑 制 面 を 備 え た 請 求 項 ２ 記 載 の 静 電 噴 霧 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 静 電 気 を 利 用 し て 薬 液 等 の 液 体 の 液 滴 を 効 率 よ く 農 作 物 に 付 着 さ せ る 静 電 噴 霧
装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
静 電 噴 霧 装 置 は 、 高 電 圧 を 利 用 し て 噴 霧 ノ ズ ル か ら 噴 出 さ れ る 薬 液 等 の 液 滴 に 電 荷 を 与 え
、 植 物 等 の 対 象 物 に 向 か う 電 気 力 線 に 沿 っ て 液 滴 を 運 動 さ せ て 対 象 物 に 付 着 さ せ る よ う に
な っ て い る 。 こ の よ う に 静 電 噴 霧 装 置 の 噴 霧 ノ ズ ル 等 に は 高 電 圧 が 印 加 さ れ る の で 、 液 滴
を 噴 出 し て い な い 時 に ま で 噴 霧 ノ ズ ル 等 に 高 電 圧 を 印 加 し て い る と 、 作 業 者 が 不 用 意 に 触
れ て 感 電 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 本 願 出 願 人 は 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ７ ０ ８ ６ 号 に お い て 、 図 ３ に 示 す 構 成 の 静 電
噴 霧 装 置 を 例 示 し て い る 。 こ の 静 電 噴 霧 装 置 は 、 薬 液 を 収 容 す る 収 容 タ ン ク ５ １ と 、 該 収
容 タ ン ク ５ １ か ら 供 給 さ れ る 薬 液 を 加 圧 す る ポ ン プ ５ ２ と 、 該 ポ ン プ ５ ２ の 吐 出 口 に ホ ー
ス ５ ３ を 介 し て 接 続 さ れ た 手 持 ち 式 ノ ズ ル 部 ５ ４ と を 備 え て い る 。 手 持 ち 式 ノ ズ ル 部 ５ ４
の グ リ ッ プ 部 ５ ５ は 、 ホ ー ス ５ ３ か ら の 薬 液 供 給 を 制 御 す る た め の 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ ６ と
、 直 流 高 電 圧 を 発 生 さ せ る た め の 高 電 圧 発 生 装 置 ５ ７ と 、 高 電 圧 発 生 装 置 ５ ７ の 駆 動 源 と
し て の 蓄 電 池 ５ ８ と 、 高 電 圧 発 生 装 置 ５ ７ の 動 作 を 制 御 す る 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ を 内
蔵 す る と と も に 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ ６ 及 び 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ を 操 作 す る た め の 一 つ
の 操 作 レ バ ー ６ ０ を 備 え て い る 。 そ し て 、 操 作 レ バ ー ６ ０ を 同 図 の 矢 印 方 向 に 回 動 す る （
引 き 寄 せ る ） と 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ ６ 及 び 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ が 略 同 時 に 作 動 す る よ
う に す る こ と に よ り 、 液 滴 を 噴 出 し て い る と き の み 、 噴 霧 ノ ズ ル ６ １ 及 び 電 極 ６ ２ 間 に 高
電 圧 を 印 加 す る よ う に し て い る 。 こ の よ う に 、 液 体 流 路 の 弁 と 電 気 回 路 の ス イ ッ チ と を 同
時 に 作 動 さ せ る た め の 構 成 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に も 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ７ － ５ １ １ ６ ９ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 ５ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ や 高 電 圧 発 生 装 置 ５ ７ 等 の 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 に つ
い て は 、 外 部 に 対 す る 漏 電 や 防 水 等 に つ い て 十 分 な 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る が 、 外 部 か ら
人 手 に よ っ て 操 作 さ れ る 操 作 レ バ ー ６ ０ に よ り 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ が 直 接 切 り 替 え ら
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れ る よ う な 構 成 で は 、 そ の 対 策 が 不 十 分 に な っ た り 、 そ の 対 策 の た め に 構 造 が 複 雑 化 し て
コ ス ト が 増 大 す る と い う 課 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 従 来 の 静 電 噴 霧 装 置 は 、 一 つ の 操 作 レ バ ー ６ ０ の 動 き に 連 動 し て 、 薬 液 供 給 制 御 弁
５ ６ と 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ と が 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 操 作 手 段 が こ の
よ う な 特 定 構 造 の も の に 限 定 さ れ る と と も に 、 操 作 レ バ ー ６ ０ 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ ６ 、 及
び 高 電 圧 制 御 ス イ ッ チ ５ ９ が こ の 特 定 構 造 に 適 用 可 能 な 特 定 仕 様 の も の に 限 定 さ れ て し ま
う 。 こ の た め 、 操 作 手 段 設 計 上 の 制 約 が 大 き い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 噴 霧 の 出 力 と 高 電 圧 の 発 生 と を 連 動 さ せ る と と も に
、 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 の 制 御 と 、 薬 液 供 給 制 御 弁 の 制 御 と を 構 造 的 に 分 離 す る こ と が で
き る 静 電 噴 霧 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 静 電 噴 霧 装 置 は 、 液 体 を 収 容 し 供 給 す る た め の 液 体
供 給 部 と 、 該 液 体 供 給 部 か ら 供 給 さ れ る 液 体 を 加 圧 す る 液 体 圧 力 発 生 部 と 、 該 液 体 圧 力 発
生 部 に 接 続 さ れ 液 体 供 給 制 御 弁 を 有 す る ノ ズ ル 部 と 、 該 ノ ズ ル 部 の 噴 霧 ノ ズ ル か ら 噴 出 さ
れ る 液 滴 を 帯 電 さ せ る た め の 高 電 圧 発 生 装 置 と を 備 え た 静 電 噴 霧 装 置 で あ っ て 、 前 記 液 体
供 給 制 御 弁 と 前 記 噴 霧 ノ ズ ル と の 間 に お け る 液 体 の 流 路 に 感 圧 セ ン サ ー を 挿 入 し 、 前 記 液
体 供 給 制 御 弁 が 開 か れ て 該 流 路 内 の 圧 力 が 所 定 圧 力 以 上 に な っ た こ と を 該 感 圧 セ ン サ ー に
よ り 検 知 し て 、 前 記 高 電 圧 発 生 装 置 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 液 体 の 圧 力 を 検 知 す る 前 記 感 圧 セ ン サ ー に よ り 、 液 体 供 給 制 御 弁 が 開
か れ る こ と に よ る 噴 霧 出 力 の 有 無 を 検 出 し て 前 記 高 電 圧 発 生 装 置 を 作 動 さ せ る よ う に し て
い る の で 、 該 高 電 圧 発 生 装 置 を 含 む 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 の 制 御 と 、 前 記 薬 液 供 給 制 御 弁
の 制 御 と を 構 造 的 に 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 の 外 部 に 対
す る 漏 電 や 防 水 等 の 対 策 が 容 易 に な る 。 し か も 操 作 手 段 設 計 上 の 自 由 度 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 感 圧 セ ン サ ー と し て は 、 液 体 の 圧 力 を 検 知 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 次
の 態 様 の も の を 例 示 す る 。
（ ａ ） 液 体 の 圧 力 に よ る 弾 性 体 （ 例 え ば 、 ダ イ ヤ フ ラ ム 、 ベ ロ ー 等 ） の 変 形 を 検 出 す る よ
う に 構 成 さ れ た 態 様 。
（ ｂ ） 液 体 の 圧 力 に よ る 固 体 の 電 気 的 な 性 質 の 変 化 （ 抵 抗 変 化 、 起 電 力 変 化 、 静 電 容 量 変
化 等 ） を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 態 様 。
（ ｃ ） 液 体 の 圧 力 に よ る 固 体 （ 水 晶 等 ） の 固 有 振 動 数 の 変 化 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た
態 様 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 （ ａ ） に お い て 、 前 記 感 圧 セ ン サ ー は 、 液 体 の 圧 力 が 前 記 所 定 圧 力 を 越 え た と き に お
け る 前 記 弾 性 体 の 過 大 な 変 形 を 抑 制 す る 抑 制 面 を 備 え た 態 様 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 抑 制 面 は 、 前 記 弾 性 体 の 過 大 な 変 形 を 抑 制 す る よ う に な っ て い る
の で 、 該 弾 性 体 に 高 強 度 の も の 採 用 し な く て も 十 分 に 液 体 の 圧 力 に 耐 え る 構 成 と す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 前 記 液 体 と し て は 、 土 壌 や 植 物 等 に 散 布 す る 液 体 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 薬
液 、 液 肥 等 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 の 静 電 噴 霧 装 置 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て
説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 静 電 噴 霧 装 置 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 本 静 電 噴 霧 装 置 は 、
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作 物 の 病 気 や 虫 の 防 除 用 薬 液 を 収 容 し 供 給 す る た め の 薬 液 供 給 部 と し て の 収 容 タ ン ク １ と
、 該 収 容 タ ン ク １ か ら 供 給 さ れ る 薬 液 を 加 圧 す る 薬 液 圧 力 発 生 部 と し て の ポ ン プ ２ と 、 該
薬 液 圧 力 発 生 部 の 吐 出 口 に ホ ー ス ３ を 介 し て 接 続 さ れ た 手 持 ち 式 ノ ズ ル 部 ９ と を 備 え て い
る 。 ポ ン プ ２ と し て は 、 噴 霧 す る た め の 所 定 の 噴 霧 圧 力 が 得 ら れ る も の で あ れ ば 特 に 限 定
さ れ な い が 、 エ ン ジ ン や モ ー タ 等 の 原 動 機 で 駆 動 さ れ る も の を 例 示 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
手 持 ち 式 ノ ズ ル 部 ９ は 、 手 持 ち 用 の グ リ ッ プ 部 ４ と 、 該 グ リ ッ プ 部 ４ の 先 端 側 に 取 り 付 け
ら れ た 支 持 体 と し て の 噴 管 １ １ と 、 該 噴 管 １ １ の 先 端 に コ ネ ク タ １ ４ を 介 し て 着 脱 可 能 に
接 続 さ れ た ノ ズ ル ユ ニ ッ ト １ ５ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 ノ ズ ル ユ ニ ッ ト １ ５ は 、 本 例 で
は 、 導 電 性 材 料 で 形 成 さ れ た 噴 霧 ノ ズ ル １ ７ と 、 該 噴 霧 ノ ズ ル １ ７ か ら 噴 出 さ れ る 液 滴 の
拡 散 範 囲 の 外 側 に 近 接 す る よ う に 配 設 さ れ た 電 極 と し て の 環 状 電 極 １ ９ と 、 該 環 状 電 極 １
９ を 噴 霧 ノ ズ ル １ ７ に 結 合 す る 絶 縁 性 材 料 か ら な る 電 極 ホ ル ダ １ ８ と を 備 え 、 こ れ ら が 一
体 的 に 結 合 さ れ て な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
グ リ ッ プ 部 ４ は 、 そ の 基 端 側 に ホ ー ス ３ が 接 続 さ れ 、 該 ホ ー ス ３ か ら の 薬 液 供 給 を 制 御 す
る た め の 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ と 、 直 流 高 電 圧 を 発 生 さ せ る た め の 高 電 圧 発 生 装 置 ６ と 、 高 電
圧 発 生 装 置 ６ の 駆 動 源 と し て の 蓄 電 池 ７ と 、 高 電 圧 発 生 装 置 ６ の 動 作 を 制 御 す る 感 圧 セ ン
サ ー ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
薬 液 供 給 制 御 弁 ５ と し て は 、 本 例 で は 、 い わ ゆ る ボ ー ル コ ッ ク と 呼 ば れ て い る も の を 採 用
し て お り 、 レ バ ー ５ ａ を 回 動 さ せ る こ と で 薬 液 の 流 れ を 制 御 す る こ と が で き る よ う に な っ
て い る 。 本 例 の 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ は 例 示 で あ り 、 そ の 他 の 構 造 の 弁 （ 例 え ば 、 電 磁 弁 等 ）
や コ ッ ク を 適 宜 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
感 圧 セ ン サ ー ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ と 噴 霧 ノ ズ ル １ ７ の 間 の 液 体 の
流 路 ２ １ に 連 通 さ れ た 圧 力 ケ ー ス ２ ２ と 、 該 圧 力 ケ ー ス ２ ２ の 開 口 を 塞 ぐ よ う に 配 設 さ れ
た 弾 性 体 と し て の ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ が 圧 力 ケ ー ス ２ ２ の 開 口 を 密 閉
す る よ う に 、 圧 力 ケ ー ス ２ ２ と の 間 で ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ を 挾 持 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ホ ル ダ ２
４ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ の 反 圧 力 ケ ー ス 側 の 面 の 中 心 に 突 設 さ れ て お り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ホ
ル ダ ２ ４ に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 ２ ４ ａ に 挿 通 さ れ た 突 起 部 ２ ５ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ に よ り
変 位 さ れ る 突 起 部 ２ ５ に よ っ て レ バ ー ２ ６ ａ が Ｏ Ｎ 又 は Ｏ Ｆ Ｆ 側 に 変 位 さ れ る よ う に 配 設
さ れ た マ イ ク ロ ス イ ッ チ ２ ６ と を 備 え て い る 。 本 例 で は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ と し て 、 ゴ ム
（ 又 は 軟 質 樹 脂 ） 製 の 弾 力 が あ る 円 盤 状 に 形 成 さ れ た も の を 採 用 し て い る 。 ま た 、 ダ イ ヤ
フ ラ ム ホ ル ダ ２ ４ の 内 面 ２ ４ ｂ は 、 貫 通 穴 ２ ４ ａ を 中 心 と す る テ ー パ ー 状 に 窪 め ら れ て お
り 、 こ れ に よ り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ が 開 か れ る こ と に よ り 流 路
２ １ 内 の 圧 力 が 所 定 圧 力 を 少 し 越 え る 程 度 に 高 く な る ま で は ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ が 密 着 し な
い よ う に 空 間 が 形 成 さ れ た 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ 中 央 の 突 起 部 ２
５ は マ イ ク ロ ス イ ッ チ ２ ６ の レ バ ー ２ ６ ａ を 押 し て い な い （ 本 例 で は マ イ ク ロ ス イ ッ チ ２
６ が Ｏ Ｆ Ｆ ） 。 そ し て 、 薬 液 の 圧 力 が 所 定 圧 力 ま で 高 く な る と 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に
ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ 及 び 突 起 部 ２ ５ が 上 向 き 矢 印 方 向 へ 変 位 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ 中 央 の 突
起 部 ２ ５ が マ イ ク ロ ス イ ッ チ ２ ６ の レ バ ー ２ ６ ａ を 押 す よ う に な っ て い る （ 本 例 で は マ イ
ク ロ ス イ ッ チ ２ ６ が Ｏ Ｎ ） 。 さ ら に 、 薬 液 の 圧 力 が 所 定 圧 力 を 少 し 越 え る と 、 ダ イ ヤ フ ラ
ム ２ ３ が ダ イ ヤ フ ラ ム ホ ル ダ ２ ４ の 内 面 に 密 着 す る よ う に な っ て い る 。 つ ま り 、 ダ イ ヤ フ
ラ ム ホ ル ダ ２ ４ の 内 面 ２ ４ ｂ は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ が そ れ 以 上 変 位 し な い よ う に 変 位 を 抑
制 す る よ う に な っ て お り 、 こ の 内 面 ２ ４ ｂ が ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ の 過 大 な 変 形 を 抑 制 す る 抑
制 面 で あ る （ 図 ２ （ ｂ ） 参 照 ） 。 本 例 で は 、 こ の よ う に 作 動 さ れ る マ イ ク ロ ス イ ッ チ ２ ６
の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 を 、 高 電 圧 発 生 装 置 ６ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 信 号 と す る よ う に 構 成 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 静 電 噴 霧 装 置 に よ れ ば 、 薬 液 の 圧 力 を 検 知 す る 感 圧
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セ ン サ ー ８ に よ り 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ が 開 か れ る こ と に よ る 噴 霧 出 力 の 有 無 を 検 出 し て 高
電 圧 発 生 装 置 ６ を 作 動 さ せ る よ う に し て い る の で 、 噴 霧 の 出 力 と 高 電 圧 の 発 生 と を 連 動 さ
せ る こ と が で き る 。 し か も 、 従 来 と は 異 な り 、 該 高 電 圧 発 生 装 置 ６ を 含 む 高 電 圧 関 連 の 回
路 系 統 の 制 御 と 、 薬 液 供 給 制 御 弁 ５ の 制 御 と を 構 造 的 に 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の た め
、 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 の 外 部 に 対 す る 漏 電 や 防 水 等 の 対 策 が 容 易 に な る 。 し か も 操 作 手
段 設 計 上 の 自 由 度 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ホ ル ダ ２ ４ の 内 面 ２ ４ ｂ は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ の 過 大 な 変 形 を 抑 制 す
る よ う に な っ て い る の で 、 該 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ に 高 強 度 の も の 採 用 し な く て も 十 分 に 薬 液
の 圧 力 に 耐 え る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲
で 適 宜 変 更 し て 具 体 化 す る こ と も で き る 。
（ １ ） 静 電 噴 霧 装 置 を 、 例 え ば 液 肥 の 散 布 用 に 構 成 す る こ と 。
（ ２ ） ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ３ を 利 用 し た 感 圧 セ ン サ ー に 代 え て 、 他 の 構 成 や 原 理 の 感 圧 セ ン サ
ー を 適 宜 採 用 す る こ と 。
（ ３ ） ノ ズ ル 部 を 手 持 ち 式 で は な く 、 機 体 に 支 持 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 静 電 噴 霧 装 置 に よ れ ば 、 噴 霧 の 出 力 と 高 電 圧 の 発 生 と を 連 動 さ せ る と と も に
、 高 電 圧 関 連 の 回 路 系 統 の 制 御 と 、 薬 液 供 給 制 御 弁 の 制 御 と を 構 造 的 に 分 離 す る こ と が で
き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 静 電 噴 霧 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 静 電 噴 霧 装 置 の 感 圧 セ ン サ ー の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 静 電 噴 霧 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 収 容 タ ン ク
２ 　 　 ポ ン プ
５ 　 　 薬 液 供 給 制 御 弁
５ ａ 　 レ バ ー
６ 　 　 高 電 圧 発 生 装 置
７ 　 　 蓄 電 池
８ 　 　 感 圧 セ ン サ ー
９ 　 　 手 持 ち 式 ノ ズ ル 部
１ ７ 　 　 噴 霧 ノ ズ ル
１ ９ 　 　 環 状 電 極
２ １ 　 　 流 路
２ ３ 　 　 ダ イ ヤ フ ラ ム
２ ４ 　 　 ダ イ ヤ フ ラ ム ホ ル ダ
２ ４ ｂ 　 内 面
２ ６ 　 　 マ イ ク ロ ス イ ッ チ

10

20

30

40

(5) JP 2004-160271 A 2004.6.10



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2004-160271 A 2004.6.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

